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１．研究計画の概要 
 本領域の目的は、地球深部条件下の水の
ふるまいを原子レベルから物質科学的に解
明することである。そのためにまず、平成
21 年からビーム供用を開始した茨城県東
海村に建設中の世界最高強度の新しいパル
ス中性子源 J-PARCに、世界でも例を見な
い高圧高温実験に最適化した専用ビームラ
インを建設し、それを用いて地球の上部マ
ントルに相当する 15万気圧 2000K程度ま
での条件下で、中性子実験を行えるように
する。そしてそれを用いて、含水鉱物、含
水マグマ、水などの構造と物性の研究を進
め、「高圧中性子地球科学」という新しい学
術領域を創成しようとするものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 平成 22 年 3 月の震災までは当初計画通り
に新しいビームラインの建設や予備実験等
が順調に進み、21 年 9 月に行われた中間審査
でも Aの評価を受けた。しかし 22 年 3 月 11
日に新ビームラインに初めて中性子ビーム
を受け入れる準備をしている最中に大地震
が起き、J-PARCが大きな損傷を受けて、少
なくとも半年以上は全くビームが出せない
状態になってしまった。幸い建設したばかり
の新ビームラインそのものには外見上目立
った損傷は見られないが、光学素子の機能テ
ストは行えておらず、もしその再調整などが
必要になれば、1000 万円近い追加費用が必要
になると懸念されている。また J-PARCの復
旧は現在、平成 23 年 12 月を目標に作業が進
められているが、まだ不確定要素も多く、も
しそれより遅れが出た場合には本領域の期
限内には当初予定した高圧中性子実験がほ
とんどできない事態も予想される。ビームラ
インに設置する大型高圧実験装置は、予定通

り 22 年 3 月に完成し、愛媛県新居浜市の工
場で検収を終えたが、J-PARC側の受け入れ
態勢が整わず、本年夏に予定した搬入も延期
を余儀なくされている。 
 
３．現在までの達成度 
「やや遅れている」 
 現時点では新ビームラインと、そこに設置
する大型高圧装置も予定通り完成したので、
3月11日に予定されていたファーストビーム
受け入れがまだなされていないという意味
で、「やや遅れている」状態である。しかし
本領域研究の根幹をなす J-PARC を使って
の実験が長期間不可能になってしまったこ
とから、前述したように今後さらに遅れが増
大することが確実視されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 諸外国にも例のない新しい装置を建設し
ての高温高圧中性子実験を根幹に据えた研
究だけに、その装置に中性子ビームを供給す
る J-PARC の早期復旧を見守るしか我々に
は打つ手が無いというのが実情である。現時
点では、J-PARC側の受け入れ態勢が整い次
第まず、すでに建設した高圧装置を搬入し、
周辺測定器等の整備を行って、実験準備を進
める予定である。それ以外にも、理論計算に
よる予測や予備実験など可能な限りの手段
を用いて、中性子ビームの供給が再開され次
第可能な限り早期に研究成果を挙げられる
ように、準備を進めていく予定である。 
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